
はだかの王
おう

さま 

 むかしむかし、とある国
くに

のある城
しろ

に王
おう

さまが住
す

んでいました。王
おう

さまはぴ

っかぴかの新
あたら

しい服
ふく

が大好
だ い す

きで、服
ふく

を買
か

うことばかりにお金
かね

を使
つか

っていまし

た。王
おう

さまののぞむことといったら、いつもきれいな服
ふく

を着
き

て、みんなにい

いなぁと言
い

われることでした。戦
たたか

いなんてきらいだし、おしばいだって面白
おもしろ

くありません。だって、服
ふく

を着
き

られればそれでいいんですから。新
あたら

しい服
ふく

だ

ったらなおさらです。一時間
いちじかん

ごとに服
ふく

を着
き

がえて、みんなに見
み

せびらかすの

でした。ふつう、めしつかいに王
おう

さまはどこにいるのですか、と聞
き

くと、

「王
おう

さまは会議室
かいぎしつ

にいらっしゃいます。」と言
い

うものですが、ここの王
おう

さま

はちがいます。「王
おう

さまは衣装部屋
い し ょ う へ や

にいらっしゃいます。」と言
い

うのです。 

 城
しろ

のまわりには町
まち

が広
ひろ

がっていました。とても大
おお

きな町
まち

で、いつも活気
か っ き

に

満
み

ちていました。世界中
せかいじゅう

のあちこちから知
し

らない人
ひと

が毎日
まいにち

、おおぜいやって

来
き

ます。 

 ある日
ひ

、二人
ふ た り

のさぎ師
し

が町
まち

にやって来
き

ました。二人
ふ た り

は人々
ひとびと

に、自分
じ ぶ ん

は布織
ぬ の お

り職人
しょくにん

だとウソをつきました。それも世界
せ か い

でいちばんの布
ぬの

が作
つく

れると言
い

いは

り、人々
ひとびと

に信
しん

じこませてしまいました。 

「とてもきれいな色合
い ろ あ

いともようをしているのだけれど、この布
ぬの

はとくべつ

なのです。」とさぎ師
し

は言
い

います。「自分
じ ぶ ん

にふさわしくない仕事
し ご と

をしている

人
ひと

と、バカ
ば か

な人
ひと

にはとうめいで見
み

えない布
ぬの

なのです。」 



 その話
はなし

を聞
き

いた人々はたいそうおどろきました。たいへんなうわさになっ

て、たちまちこのめずらしい布
ぬの

の話
はなし

は王
おう

さまの耳
みみ

にも入
はい

りました。 

「そんな布
ぬの

があるのか。わくわくするわい。」と、服
ふく

が大好
だ い す

きな王
おう

さまは思
おも

いました。「もしわしがその布
ぬの

でできた服
ふく

を着
き

れば、けらいの中
なか

からやく立
た

たずの人間
にんげん

や、バカな人間
にんげん

が見
み

つけられるだろう。それで服
ふく

が見
み

えるかしこ

いものばかり集
あつ

めれば、この国
くに

ももっとにぎやかになるにちがいない。さっ

そくこの布
ぬの

で服
ふく

を作
つく

らせよう。」 

 王
おう

さまはお金
かね

をたくさん用意
よ う い

し、さぎ師
し

にわたしました。このお金
かね

ですぐ

にでも服
ふく

を作
つく

ってくれ、とたのみました。さぎ師
し

はよろこんで引
ひ

き受
う

けまし

た。 
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